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通
常
総
代
会
開
催

第
57
回
通
常
総
代
会
が
、
５
月
28
日
㈯
午
後
１
時
30
分
か
ら
富
山
市
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
総
代
定
数
５
０
０
名
の
う
ち
本
人
出
席
96
名
、

議
決
権
行
使
書
３
３
３
名
、
計
４
２
９
名
の
出
席
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
長
に
堀
川
地
区
総
代

浅
野
俊
昭
氏
を
選
任
後
、
議
事
に
入
り
付
議
議

案
を
慎
重
に
審
議
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
１
号
議
案
か
ら
第
10
号
議
案
ま
で
賛
成
多
数
で
可
決
・
承
認
さ
れ
、
午
後
３
時
56
分
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

本
年
の
通
常
総
代
会
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
「
コ
ロ
ナ
禍
」の
中
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
が
、ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
総
代
各
位
に
は
、何
か
と

ご
多
忙
の
折
、ご
出
席
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。ま
た
、多
く

の
書
面
に
よ
る
議
決
権
行
使
を
い
た
だ
い
た
総
代
各
位
に
も
、心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

併
せ
て
、平
素
は
、農
協
事
業
全
般
に
わ
た
り
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
っ
て
い
ま
す
こ
と
に
対
し
て
も
、改
め
ま
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、本
日
、こ
こ
に
第
57
回
通
常
総
代
会
を
開
催
す

る
運
び
と
な
り
、昨
年
度（
第
56
年
度
）の
業
務
報
告
な
ら
び
に
今
年
度（
第

57
年
度
）の
事
業
計
画
等
の
重
要
議
案
の
多
く
を
上
程
で
き
ま
す
こ
と
を
重

ね
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
２
年
度
以
降
「
コ
ロ
ナ
禍
」
に
見
舞
わ
れ
続
け
、農
業
祭
を
始
め

と
す
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
縮
小
・
中
止
が
相
次
ぐ
中
、事
業
の
改
善
と
経

費
節
減
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、経
常
利
益
は
、当
該
事
業
計
画
か
ら
４
４
，

１
９
３
千
円
を
上
回
る
１
１
７
，５
８
５
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、

平
成
27
年
度
以
来
の
１
億
円
を
上
回
る
結
果
で
あ
り
ま
す
。ま
た
財
務
面
で

は
、自
己
資
本
比
率
１
９
．０
８
％
と
い
う
前
年
を
上
回
る
健
全
値
を
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
の
こ
と
は
、組
合
員
の
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
の
賜
物
で
あ
る
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、農
業
・
農
協
を
め
ぐ
る
情
勢
と
し
ま
し
て
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
」の
影
響

等
に
よ
っ
て
国
内
外
の
消
費
が
大
き
く
落
ち
込
む
中
、飲
食
店
等
の
営
業
自

粛
に
よ
る
米
消
費
の
減
少
が
続
い
て
お
り
ま
す
。更
に
肥
料
の
原
料
価
格
が
、

世
界
情
勢
の
影
響
に
よ
り
今
後
も
上
昇
傾
向
に
あ
り
、農
業
生
産
に
か
か
る

コ
ス
ト
の
増
大
が
危
惧
さ
れ
、米
の
消
費
減
少
と
相
ま
っ
て
、農
家
に
と
っ
て

大
変
厳
し
い
状
況
が
続
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。こ
の
こ
と
か
ら
、当
組
合
と

し
て
も
僅
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、農
家
支
援
を
目
的
に
し
て「
事
業
分
量
配

当
金
」を
上
程
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

一
方
、国
で
は
持
続
可
能
な
農
林
水
産
業
の
実
現
に
向
け
た
中
長
期
的
な

政
策
方
針
と
し
て
、「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
を
策
定
し
、生
産
力

の
向
上
と
持
続
性
の
両
立
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
実
現
を
目
指
す
方
針
を
打

ち
出
し
ま
し
た
。今
後
は
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
も
、各
具
体
案
に
対
し

役
割
を
果
た
し
て
い
く
所
存
に
ご
ざ
い
ま
す
。

当
組
合
に
お
い
て
は
、令
和
４
年
４
月
よ
り
「
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
室
」

を
設
置
し
、ま
ず
は
組
合
員
の
皆
様
の
信
用
・
共
済
・
購
買
・
営
農
に
対
す
る

あ
ら
ゆ
る「
悩
み
や
不
安
」
及
び
、農
協
に
対
す
る
ご
意
見
と
い
っ
た
も
の
を

職
員
が
お
伺
い
し
、今
後
の
管
内
農
業
の
発
展
及
び
組
合
員
の
皆
様
の
生
活

に
寄
り
添
え
る
よ
う
に
役
立
て
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、今
後
予
想
さ
れ
る
農
業
者
数
の
減
少
に
対
応
す
る
た
め
、当
農
協

の
子
会
社
で
あ
る「
ジ
ェ
イ
エ
ー
と
や
ま
サ
ー
ビ
ス
」の
充
実
・
強
化
を
引
き

続
き
図
っ
て
お
り
、今
後
も
計
画
的
な
増
員
及
び
機
械
施
設
の
整
備
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、農
業
用
ド
ロ
ー
ン
等
を
よ
り
活
用
す
る
た

め
、ド
ロ
ー
ン
操
縦
者
の
増
員
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

加
え
て
、平
成
29
年
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
直
売
所
「
ま
ん
な
か
市
場
」

は
、お
陰
様
で
年
々
売
り
上
げ
も
伸
び
、昨
年
６
月
に
は
増
築
オ
ー
プ
ン
し

大
変
好
評
を
得
て
お
り
ま
す
。引
き
続
き
直
売
所
利
用
者
の
増
加
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、当
組
合
は
令
和
４
年
度
か
ら
の
中
期
三
カ
年
計
画
を
策
定
し
、

「
持
続
可
能
な
食
料
・
農
業
基
盤
の
確
立
」
、「
持
続
可
能
な
組
織
・
事
業
基

盤
の
確
立
と
地
域
の
活
性
化
」
、「
不
断
の
自
己
改
革
の
実
践
を
支
え
る
経

営
基
盤
の
強
化
」
、「『
食
』『
農
』『
地
域
』『
Ｊ
Ａ
』に
か
か
る
理
解
醸
成
に
向

け
た
取
り
組
み
の
強
化
」
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。次
世
代
に
向
け
た
地
域
農

業
を
確
立
す
る
た
め
、不
断
の
自
己
改
革
を
推
し
進
め
、「
農
業
者
の
所
得

増
大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」
に
向
け
取
り
組
む
と
と
も
に
「
地
域
に
根
差

し
た
協
同
組
合
」と
し
て
協
同
の
力
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

書
面
に
よ
る
議
決
権
行
使
書
の
提
出
に
伴
い
頂
戴
し
ま
し
た
「
質
問
・
ご

意
見
」
ま
た
、本
日
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見
等
に
つ
い
て
は
、農
協
だ
よ
り

等
を
通
じ
て
誠
心
誠
意
回
答
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。皆
様
方
か
ら
お

寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
貴
重
な
ご
意
見
・
励
ま
し
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

総
代
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、今
ま
で
以
上
に
力
強
い
ご
支
援
と
ご
指

導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、今
後
益
々
の
ご
繁
栄

と
ご
健
勝
、ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
て
、挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
57
回

第
57
回
通
常
総
代
会
付
議
議
案

第
１
号
議
案　
　
　

第
56
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余
金
処
分
案
承
認
の
件

≪
報
告
事
項
１
≫

第
56
年
度
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
注
記
表
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　

附
属
明
細
書
の
件

　
　
　
　
　
　
　
　

第
56
年
度
部
門
別
損
益
計
算
書
の
件

≪
報
告
事
項
２
≫
「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
」
の
変
更
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　
　
　

定
款
一
部
変
更
の
件

　
　
　
　
　
　
　
　

付
帯
決
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
政
庁
の
指
示
に
よ
り
、
字
句
の
修
正
を
要
す
る
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　

は
、
理
事
会
に
お
い
て
こ
れ
を
修
正
す
る
。

第
３
号
議
案　
　
　

第
57
年
度
事
業
計
画
設
定
の
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　

但
し
、
経
済
情
勢
の
変
化
な
ど
に
よ
り
事
業
計
画
の

　
　
　
　
　
　
　
　

内
容
を
一
部
修
正
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
　

理
事
会
に
一
任
す
る
。

第
４
号
議
案　
　
　

中
期
経
営
３
ヶ
年
計
画
設
定
の
件

第
５
号
議
案　
　
　

第
57
年
度
賦
課
金
の
額
、
賦
課
方
法
、
徴
収
時
期
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　

徴
収
方
法
決
定
の
件

１
．
賦
課
金
の
総
額

２
，５
８
７
，０
４
５
円

２
．
賦
課
方
法　
　
　

令
和
４
年
６
月
末
現
在
に
お
い
て
賦
課
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
し
、
そ
の
賦
課
基
準
は
次
に
よ
る
。

　
　

（
１
）
組
合
員
割

２
０
０
円
（
１
人
当
り
）

　
　

（
２
）
面
積
割

１
０
０
円
（
10
ａ
当
り
）

３
．
徴
収
時
期　
　
　

令
和
４
年
10
月
31
日
ま
で
に
全
額
徴
収
す
る
。

４
．
徴
収
方
法　
　
　

徴
収
の
最
終
期
日
ま
で
に
納
入
さ
れ
な
い
と
き
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
期
日
を
も
っ
て
こ
の
組
合
の
貯
金
口
座
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

振
替
決
済
の
方
法
に
よ
る
。

第
６
号
議
案　
　
　

第
57
年
度
に
お
け
る
理
事
の
報
酬
に
関
す
る
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
57
年
度
に
お
け
る
理
事
の
報
酬
は
、
昨
年
度
の
支
給

　
　
　
　
　
　
　
　

実
績
、
経
済
情
勢
の
変
化
等
を
考
慮
し
て
総
額

　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
，６
０
０
千
円
以
内
と
し
、
そ
の
範
囲
内
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　

各
理
事
の
報
酬
額
並
び
に
支
給
方
法
な
ど
は
理
事
会
に

　
　
　
　
　
　
　
　

一
任
す
る
。

第
７
号
議
案　
　
　

第
57
年
度
に
お
け
る
監
事
の
報
酬
に
関
す
る
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
57
年
度
に
お
け
る
監
事
の
報
酬
は
、
昨
年
度
の
支
給

　
　
　
　
　
　
　
　

実
績
、
経
済
情
勢
の
変
化
等
を
考
慮
し
て
総
額

　
　
　
　
　
　
　
　

５
，４
０
０
千
円
以
内
と
し
、
そ
の
範
囲
内
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　

各
監
事
の
報
酬
額
並
び
に
支
給
方
法
な
ど
は
監
事
の
協
議

　
　
　
　
　
　
　
　

に
一
任
す
る
。

第
８
号
議
案　
　
　

理
事
の
退
職
慰
労
金
贈
呈
の
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
事
の
退
職
慰
労
金
は
、
総
額
１
２
，５
９
７
千
円
以
内

　
　
　
　
　
　
　
　

と
し
、
理
事
の
贈
呈
額
、
贈
呈
方
法
な
ど
は
役
員
退
職

　
　
　
　
　
　
　
　

慰
労
金
規
程
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
９
号
議
案　
　
　

監
事
の
退
職
慰
労
金
贈
呈
の
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　

監
事
の
退
職
慰
労
金
は
、
総
額
１
，９
８
８
千
円
以
内

　
　
　
　
　
　
　
　

と
し
、
監
事
の
贈
呈
額
、
贈
呈
方
法
な
ど
は
役
員
退
職

　
　
　
　
　
　
　
　

慰
労
金
規
程
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
10
号
議
案　
　
　

役
員
全
員
任
期
満
了
に
つ
き
改
選
の
件



理　事

監　事
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　任期満了による当農協役員選任規程に基づき役員推薦委員会にて理事10名、監事３名を含め計13名の役
員が推薦され、５月28日（土）に開催された第57回通常総代会において投票の結果、全理事・監事が信任
されました。
　なお、総代会終了後に開催された組織役員会にて代表理事組合長に高野諭氏、副組合長理事に松田宗和氏、
常務理事に村井剛氏、及び北野洋子氏、学経常勤理事に中野雄一郎氏、代表・常勤監事に平井隆氏が就任致
しました。

役員決定新

代表理事組合長

代表・常勤監事

副組合長理事

理事統括事業本部長

新保

太田 山室

学経

蜷川堀川

熊野 月岡

蜷川

月岡

太田員外 堀川

高野　 諭 村井　 剛松田　宗和

中島　藤代 中野雄一郎

北野　洋子

大平　真也

中川　伸一

竹島　克朗

中川　 隆平井　 隆 森川　重光

山峯　正明

常務理事 常務理事

理事 理事

監事 監事

理事 理事

理事

森川　重光

今後ともより一層の

ご指導とご協力を

お願い申し上げます。



第57回通常総代会 事前説明会
及び 事前提出における「質問・意見・要望」について

担い手不足の中で「水田フル活用による収入増加」の具体的な方策（P84）と、㈲ジェイエーとやまサー
ビスの事業（P71）にて受託面積を増やすことでの水田フル活用についてご意見をいただきたい。Q

　転作による生産調整が進む中、不作付地の増大が懸念されることから、政府備蓄米・加工用米・
飼料用米の取り組みを中心とする水田フル活用を推進しております。併せて契約栽培米「ゆうだ

い21」の作付拡大により農家所得の向上を目指す方策を展開中です。㈲ジェイエーとやまサービスの受
託体制も併せて強化していく方針でありますが、農業者協議会等関連組織との連携が、必要不可欠であ
ります。㈲ジェイエーとやまサービスの受託面積増大は、必ずしも農家所得の向上に繋がりません。あ
くまでも組合員をはじめとする生産者の主体性が所得向上の源泉でありますので、㈲ジェイエーとやま
サービスは、相談機能を含む支援を重視しています。総じて当組合は、「ＪＡ富山市農業振興計画（令
和３年度～令和５年度）」に基づき地域農業を守る受託体制の構築に取り組んでまいります。

A

第56年度の剰余金処分案（P41）についてですが、第55年度の剰余金処分における任意積立金は、80
百万円となっています。第56年度の任意積立金は、40百万円と半減しています。任意積立金を抑えて事
業分量配当金21.7百万円を捻出する意図があるのでしょうか。また、自己資本造成計画にもとづく利益処
分なのでしょうか。

Q

　第56年度の任意積立金（リスク管理積立金）40百万円については、昨年の通常総代会で承認され
た予定剰余金処分計画どおりの積立金額となっており、事業分量配当金を実施するために減額する

ものではありません。
　また、資料P42に任意積立金の内訳を掲載していますが、リスク管理積立金以外は、積立目標額に到
達している状況です。事業分量配当金を実施するのは、事業利益・経常利益いずれも計画以上の増益と
なったことと法人税の取扱いについて検討した結果、利用高に応じて分量配当を提案するものです。金
額につきましても当組合の現状の中で、できる範囲の金額を計画させていただいています。
　昨年の通常総代会にて承認いただいた自己資本造成計画では、利益準備金の計画額12百万円に対し19
百万円、任意積立金の計画額40百万円に対し同額でありますので、計画を達成することができています。

A

　令和４年５月23日（月）に第57回通常総代会　事前説明会が各支店にて開催されました。
総代会招集数491名の内、49名の総代の方々にご出席賜りました。
　13名の総代（南支店６名、中央支店７名）より事前説明会で質問・意見・要望をいただ
きましたので、一部をご紹介致します。なお、多くの励ましをいただき感謝申し上げます。
※文中（P00）と記載があるのは「通常総代会資料」における掲載ページです。

【事前説明会 出席総数：４９／４９１　出席率：10.0 ％ 】

経営
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自己改革工程表の重点目標と成果指標・目標値（P84）において、令和４年度目標からの記載となってい
ますが、先ず令和３年度までの取組み実績を示していただきたい。また、第57年度事業計画基本方針及
び中期経営３ヶ年計画では基本方針・目標「持続可能な食料・農業基盤の確立」にて「担い手経営体の育
成・支援強化」（P54・P74）をうたっていることから自己改革工程表に「担い手経営体の育成・支援強
化」を重点目標とし、目標値を設定すべきだと思いますが如何でしょうか。

Q

　自己改革工程表においては、行政機関にも提出することになり、取組み成果については、定期的
に開示していくことになります。なお、この度の自己改革工程表は、新たに令和４年度をスタート

とする重点目標として設定していますので、これまでの取組み実績を表していません。今後、皆様に各
種の会議体等でご報告してまいります。併せて、情勢変化により今後、重点目標の見直し等も必要にな
ると思われます。
　また、ご指摘のとおり「担い手経営体の育成・支援強化」は、重要な施策であります。但し、当組合
としては、生産組合員減少に歯止めをかけることが、より重要であると考え、担い手育成のみならず親
元就農者を含め広く就農者支援することが大切であります。就農者支援としては、行政及び各地区農業
者協議会等と連携していく必要があり、新規就農者支援についても考えていかなければなりません。認
定農業者は、現在、約80経営体でありますが、この３年で数値を増やすことも大事でありますが、ど
のように取り組むかの内容が大事であると思われます。全体像として担い手育成は、重要でありますが、
自己改革工程表では、記載の４項目を重点項目としたくご理解願います。今後、皆様のご意見を反映し
て重点目標の追加も検討してまいります。

A

契約栽培米「ゆうだい21」の生産拡大を重点項目としていますが、当該品種については、丈が長く、硬
い、倒伏しやすい等、生産に苦労します。価格面では魅力がありますが、生産技術の向上をお願いします。Q

　確かに刈取りに苦労を要したのは、事実であります。しかし、業務用米は、一般的に低価格であ
りましたが、「ゆうだい21」は価格面で「コシヒカリ」より優位でありますし、複数年契約米である

安定性も考慮した結果、当組合としては、拡大に向け推進しています。
　なお、技術情報の普及に努めてまいりますので、作付けのご検討をお願い致します。

A

高収益作物導入による売上増加として「青ネギ」の生産を計画していますが、フルシーズンの生産を計画し
ているのでしょうか。併せて、出荷時、皮剥き等の手間がかかるのでしょうか。生産労力に問題なければ、
作付けしたいと思います。
また、ジャガイモ生産への取り組みは、現状、どうなっているのでしょうか。

Q

　まず、ジャガイモにおいては、平成22年より１億円産地づくりとして取組み、現在も生産して
います。直近の作付面積は、647aであり、販売金額は、11,690千円にまで伸びました。令和4年

産の種芋が、確保しにくいと懸念されますが、今後も継続して生産に取り組んでまいります。
　青ネギについては、約1aで200㎏程度の収穫が期待でき、１㎏当り500円での販売価格となります。
コンテナ出荷となりますので、袋詰め等の作業は不要です。１ヶ月半程度の生産工程であり、軽作業で
ある点が魅力です。作業機械は、当組合とJA全農とやまが連携し、支援します。是非、挑戦していた
だきいと考えています。

A

営農
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新
組
合
長
ご
あ
い
さ
つ

前
組
合
長
ご
あ
い
さ
つ

こ
の
度
、
５
月
28
日
開
催
の
第
57
回
通
常
総
代
会
を
も
ち
ま
し
て
、
富
山
市
農
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長
を
退
任
致
し
ま
し
た
。

在
任
中
大
過
な
く
職
務
を
全
う
で
き
ま
し
た
の
も
組
合
員
の
皆
様
の
温
か
い
ご
指
導
ご
鞭
撻
の

お
か
げ
と
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
年
号
が
「
令
和
」
と
変
わ
っ
た
令
和
元
年
５
月
よ
り
代
表
理
事
組
合
長
に
就
任
し
、
多

数
の
経
営
上
の
諸
課
題
を
、
皆
様
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、
無
事
退
任
の
日

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
令
和
３
年
６
月
に
、
当
組
合
直
売
所
「
ま
ん
な

か
市
場
」
の
増
床
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
の
実
施
、
令
和
４
年
４
月
の
「
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト

室
」
の
新
設
等
、
組
合
員
の
皆
様
と
の
対
話
や
地
域
の
活
性
化
に
重
点
を
置
い
た
自
己
改
革
を
実

践
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
２
年
11
月
に
は
、
参
加
し
て
い
る
各
Ｊ
Ａ
と
の
合
意
形
成
が
図
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

富
山
市
内
４
Ｊ
Ａ
合
併
研
究
会
で
の
研
究
活
動
を
中
止
し
ま
し
た
。
今
後
は
当
農
協
を
持
続
可
能

な
組
織
と
す
る
た
め
の
事
業
基
盤
を
強
化
・
確
立
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
在
任
期
間
中
の
大
半
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
組
合
員
の
皆
様
と
接
す
る
場
面
が
減
少

し
、
総
代
会
や
農
業
祭
と
い
っ
た
各
種
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
大
変
残

念
で
あ
り
心
残
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
農
協
は
地
域
に
根
差
し
た
土
着
組
織
で
あ
り
、
今
後
も
組
合

員
の
皆
様
と
の
対
話
を
通
じ
て
、
自
己
改
革
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
新
役
員
体
制
移
行
後
も
従
前
同
様
、
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
厚
誼
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
退
任

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

時
下
、
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

私
こ
と

令
和
４
年
５
月
28
日
開
催
の
第
57
回
通
常
総
代
会
終
了
後
の
組
織
役
員
会
に
お
き
ま
し
て
、
代
表

理
事
組
合
長
に
選
任
さ
れ
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
浅
学
菲
才
で
は
あ
り
ま
す
が
、
全
力
を
あ
げ
て

職
務
に
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
、
当
農
協
に
お
い
て
、
今
回
の
役
員
体
制
で
初
の
「
女
性
の
常
勤
理
事
」
の
選
任
を
行
い
、

今
ま
で
よ
り
も
多
様
な
意
見
を
踏
ま
え
た
意
思
決
定
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
当
農
協
管
内
に
お
き
ま
し
て
も
、
農
業
者
の
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
担
い
手
農
家
・
組

合
員
の
世
代
交
代
が
迫
り
、
農
地
の
維
持
・
発
展
と
地
域
農
業
振
興
の
た
め
に
は
、
次
世
代
担
い

手
へ
の
円
滑
な
事
業
継
承
や
、
新
規
就
農
者
の
育
成
に
向
け
た
自
己
改
革
の
取
り
組
み
が
欠
か
せ

な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
当
農
協
に
お
い
て
は
事
業
承
継
や
相
続
な
ど
、
ま
す
ま
す
複
雑

な
案
件
が
今
後
増
え
る
こ
と
を
想
定
し
、
窓
口
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
令
和
４
年
４
月
に
「
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
室
」
を
新
設
致
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
組
合
員
へ
の

戸
別
訪
問
や
集
落
座
談
会
に
よ
る
直
接
対
話
を
通
じ
皆
様
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
進
め
、
よ
り
多
く

の
ご
意
見
を
取
り
入
れ
た
自
己
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
当
農
協
役
員
に
お
き
ま
し
て
も
、
自
ら
出
向
く
姿
勢
を
鮮
明
に
し
、
地
域
や
組
合
員
の

皆
様
と
積
極
的
に
向
き
合
う
場
を
設
け
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
て
、
役
職
員
一
人
一
人
が
組
合
員
の
皆
様
に
向
き
合
い
、「
農
業
者
の
所
得
増
大
」

「
農
業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の
活
性
化
」
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
、
組
合
員
を
は
じ
め
地
域

の
皆
様
に
必
要
と
さ
れ
る
組
織
づ
く
り
、
地
域
の
「
農
業
と
暮
ら
し
」
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
組

織
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
も
「
不
断
の
自
己
改
革
」
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
よ
り
一
層
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

中川　俊昭

高野　 諭
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令
和
４
年
５
月
17
日
に
太
田
小
学
校
５

年
生
約
30
名
と
、
太
田
校
下
自
治
振
興
会
、

Ｊ
Ａ
富
山
市
青
年
部
太
田
支
部
が
協
力
し
、

新
大
正
も
ち
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

児
童
の
皆
さ
ん
は
、
約
10
ア
ー
ル
の
田

ん
ぼ
に
「
こ
ろ
が
し
」
で
目
印
を
付
け
た

後
、
裸
足
で
田
ん
ぼ
へ
入
り
、
楽
し
そ
う

に
苗
を
植
え
て
い
ま
し
た
。

田
植
え
終
了
後
に
、「
自
動
操
縦
の
ド

ロ
ー
ン
」
を
飛
ば
し
、
農
薬
な
ど
を
散
布

す
る
様
子
を
見
学
し
、
歓
声
が
あ
が
っ
て

い
ま
し
た
。

今
後
、
児
童
の
手
に
よ
り
水
管
理
を
す

る
こ
と
で
、
稲
作
に
お
け
る
水
の
大
切
さ

を
学
び
な
が
ら
、
収
穫
ま
で
の
過
程
を
観

察
し
、
９
月
に
稲
刈
り
を
行
う
予
定
で
す
。

令
和
４
年
５
月
30
日
に
新
保
小
学
校
５
年

生
約
40
名
と
、
Ｊ
Ａ
富
山
市
青
年
部
新
保
支

部
が
協
力
し
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
苗
を
植
え
ま

し
た
。

児
童
の
皆
さ
ん
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時

間
に
「
水
」
を
テ
ー
マ
に
学
習
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
農
業
、
特
に
田
ん
ぼ

と
水
の
関
わ
り
の
体
験
と
し
て
田
植
え
体
験

を
実
践
し
ま
し
た
。

最
初
は
、
恐
る
恐
る
田
ん
ぼ
に
入
っ
て
い

ま
し
た
が
、
慣
れ
て
く
る
と
「
楽
し
い
�
」

と
ド
ン
ド
ン
植
え
進
め
て
い
ま
し
た
。

田
植
え
終
了
後
の
、「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
付
田
植
え

機
」
の
試
乗
や
「
自
動
操
縦
の
ド
ロ
ー
ン
」

の
飛
行
に
興
味
津
々
の
皆
さ
ん
で
し
た
。

　日頃より当農協事業に格別のご理解ご支援を賜り、心よ
り感謝申し上げます。
　さて、組合員の皆さまの“農業”と“くらし”をサポー
トするためかねてより準備をすすめておりました「トータ
ルサポート室」がこの度、令和４年４月より正式に発足い
たしました。

「トータルサポート室」では“農業”を支え、“くらし”
を豊かにし、“地域”に貢献するため担当職員が、皆さま
のお宅への訪問活動を中心に農協の総合事業窓口として皆
さまからのご相談・ご意見等を承り営農、生活の向上に努
めていく所存です。

　皆様のご期待に添えますよう職員一丸となって業務に邁
進してまいりますので今後ともお引き立てくださいますよ
うお願い申し上げます。

「トータルサポート室」が
発足しました

学校田 田植え体験富山市農協青年部

太田小学校

新保小学校

４月からJA富山市に仲間入りした新規採用職員にインタビュー♫
今後、農協の新しい顔として活躍してまいりますので
皆さまご指導・ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

中央支店 金融渉外係
宮田 健吾

車でドライブ♪歴史
が好きで旅先では美
術館や博物館へよく
足を運びます。学生
時代は剣道を習って
いました。

組合員の皆さまに寄り添い、ご相談やお悩みごと
などニーズにあった対応ができるよう頑張ります！

新規採用職員紹介

趣味

意気込み
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編
集
・
発
行

富
山
市
農
業
協
同
組
合

〒
939
︱

8153

富
山
市
吉
岡
４
６
６
︱
１

　
　

☎
（
０
７
６
）
４
２
９
・
７
５
５
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
７
６
）
４
２
９
・
７
５
８
８

E-m
ail

：info@
ja-toyam

ashi.or.jp
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://w

w
w
.ja-toyam

ashi.or.jp/

◆
Ｊ
Ａ
と
や
ま
◆

№
３
５
４

Ｒ
４
・
６
月
号

理 事 会 だ よ り

第２回定例理事会次第
と　き　令和４年４月28日（木）
　　　　午後１時30分
ところ　本 店 会 議 室協議事項

１）県常例検査指摘事項に対する改善報告書（案）について
２）令和３年度決算（修正）案について
３）自己資本比率（案）について
４）出資口数の減少申込（案）について
５）中期経営３ヶ年計画設定（案）について
６）自己改革工程表設定（案）について
７）第57回通常総代会の運営（案）について
８）第57回通常総代会の議長及び開票立会人の選任（案）について
９）会計監査人の報酬等（案）について
10）令和４年産米出荷契約金の資金対応（案）について

第１回定例理事会次第
と　き　令和４年３月30日（木）
　　　　午後１時30分
ところ　本 店 会 議 室協議事項

１）定款等の一部変更（案）について
２）第57回通常総代会及び事前説明会開催について
３）第57回通常総代会付議議案（案）について
４）第57年度事業計画設定（案）について
５）中期経営３ヶ年計画（案）について
６）㈲ジェイエ－とやまサービス決算及び事業計画（案）について
７）第57年度における同一人に対する信用供与の最高限度額決定
（案）について

８）第57年度における余裕金の運用（案）について
９）ＪＡ経営戦略シートおよび農業融資新規実行額の指標設定（案）
について

10）ローン融資要項（統一版）の一部改正（案）について
11）農業資金融資要項（統一版）の一部改正（案）について
12）第57年度借入金の最高限度額決定（案）について
13）経済事業にかかる理事との契約（案）について
14）内部統制システム基本方針の一部改正（案）について
15）個人情報保護に関する規程等の一部変更について

16）育児休業・育児短時間勤務等規程及び介護休業・介護短時間勤
務等規程の一部変更（案）について

17）特定事業者作成書面（リスク評価書）の改正について
18）労働組合要求について
19）職務代理者の順位変更（案）について
20）役員候補者（学経理事・員外監事）の推薦について

職
員
人
事
異
動

左
記
の
と
お
り
職
員
人
事
を
お
こ
な
い
ま
し
た
の
で

ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

区
　
　
　
分

氏

名

旧
　
　
　
任

定
年
退
職
（
再
雇
用
）

高
野

諭

統
括
事
業
本
部
長

定
年
退
職
（
再
雇
用
）

宇
波
正
樹

中
央
支
店

共
済
渉
外
係

（
Ｌ
Ａ
）
係
長

依
願
退
職

湯
山
泰
輝

営
農
経
済
部

営
農
販
売
課

畜
産
係

依
願
退
職

中
田
実
花

中
央
支
店

共
済
窓
口
係

新
　
　
任

氏
　
　
名

臨
時
傭
員

中
央
支
店

金
融
渉
外
係

宮
田
健
吾

新
　
　
任

氏
　
　
名

臨
時
傭
員
（
嘱
託
）
総
務
課

高
野

諭

臨
時
傭
員
（
嘱
託
）

営
農
経
済
部

営
農
販
売
課

㈲
ジ
ェ
イ
エ
ー
と
や
ま
サ
ー
ビ
ス

宇
波
正
樹

臨
時
傭
員

営
農
経
済
部

農
機
自
動
車
課

農
機
係

高
見
裕
子

勤
務
部
署

氏
　
　
名

営
農
経
済
部

農
機
自
動
車
課

農
機
係

田
村
信
明

新
　
　
　
任

氏

名

旧
　
　
任

統
括
事
業
本
部
長

中
野
雄
一
郎

金
融
共
済
部
長

企
画
総
務
部

部
長

（
兼
）総
務
課

課
長

田
村

栄

企
画
総
務
部

総
務
課

課
長

金
融
共
済
部

部
長

（
兼
）金
融
課

課
長

柴
原
裕
司

営
農
経
済
部

購
買
課

課
長（
兼
）旅
行
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
室

室
長
（
部
長
待
遇
）

田
近
智
久

企
画
総
務
部

部
長

金
融
共
済
部

共
済
課

課
長

中
坪
和
枝

金
融
共
済
部

金
融
課

課
長

営
農
経
済
部

購
買
課

課
長
（
兼
）旅
行
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

安
守
孝
夫

金
融
共
済
部

共
済
課

課
長

企
画
総
務
部

総
務
課

課
長
代
理

森　
　

誠

企
画
総
務
部

総
務
課

係
長

ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
室

室
長
代
理
（
課
長
代
理
待
遇
）

田
村

静

金
融
共
済
部

金
融
課

課
長
代
理

ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
室

サ
ポ
ー
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

（
課
長
代
理
待
遇
）

野
原
和
代

金
融
共
済
部

共
済
課

課
長
代
理

ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
室

サ
ポ
ー
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

（
課
長
代
理
待
遇
）

大
橋
真
人

営
農
経
済
部

営
農
販
売
課

課
長
代
理

（
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
）

ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
室

サ
ポ
ー
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

（
課
長
代
理
待
遇
）

新
田

誠

営
農
経
済
部

購
買
課

課
長
代
理

（
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
）

営
農
経
済
部

営
農
販
売
課

課
長
代
理

営
農
・
施
設
・
倉
庫
担
当

武
川
直
樹

営
農
経
済
部

営
農
販
売
課

課
長
代
理

営
農
担
当

営
農
経
済
部

営
農
販
売
課

課
長
代
理

検
査
・
種
子
担
当

松
井
成
宏

監
査
室

監
査
係
長
（
監
事
付
）

（
課
長
代
理
待
遇
）

退　
　

職
（
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
付
）

新
規
（
学
卒
）
採
用
（
令
和
四
年
四
月
一
日
付
）

新
規
採
用
（
令
和
四
年
四
月
一
日
付
）

職
員
登
用
（
令
和
四
年
四
月
一
日
付
）

職
員
人
事
（
令
和
四
年
四
月
一
日
付
）

新
　
　
　
任

氏

名

旧
　
　
任

営
農
経
済
部

営
農
販
売
課

課
長

（
兼
）課
長
代
理

園
芸
・
畜
産
・
生
活
担
当

村
上
英
之

営
農
経
済
部

営
農
販
売
課

課
長

営
農
経
済
部

購
買
課

課
長
代
理

村
上
優
美
子

営
農
経
済
部

購
買
課

燃
料
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

営
農
経
済
部

購
買
課

燃
料
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

竹
内
重
成

営
農
経
済
部

営
農

販
売
課

倉
庫
係

係
長

中
央
支
店

支
店
長
代
理

営
農
担
当

（
兼
）営
農
経
済
部

購
買
課

不
動
産
総
合
セ
ン
タ
ー
長

有
倉

潤

中
央
支
店

支
店
長
代
理

営
農
担
当（
兼
）経
済
担
当

（
兼
）営
農
経
済
部

購
買
課

不
動
産
総
合
セ
ン
タ
ー
長

中
央
支
店

支
店
長
代
理

経
済
担
当

永
守
尚
子

営
農
経
済
部
購
買
課

物
流
セ
ン
タ
ー
係
長

金
融
共
済
部

金
融
課

融
資
係

係
長

花
岡
太
一

金
融
共
済
部

金
融
課

営
農
経
済
部

営
農
販
売
課

種
子
係

係
長

横
井
泰
人

営
農
経
済
部

営
農
販
売
課

施
設
・
検
査
係

係
長

（
兼
）種
子
係

係
長

営
農
経
済
部

農
機
自
動
車
課

農
機
係

係
長

中
村
正
文

営
農
経
済
部

農
機
自
動
車
課

中
央
支
店

共
済
渉
外
係

（
Ｌ
Ａ
）
係
長

高
森
佳
美

南
支
店

共
済
渉
外
係

（
Ｌ
Ａ
）
係
長

企
画
総
務
部

企
画
管
理
課

柴
田
成
実

南
支
店

共
済
渉
外
係
（
Ｌ
Ａ
）

企
画
総
務
部

総
務
課

香
城
彩
音

中
央
支
店

金
融
窓
口
係

金
融
共
済
部

共
済
課

業
務
係

毛
利
賢
太

営
農
経
済
部

購
買
課

物
流
セ
ン
タ
ー

経
済
渉
外
係
兼
配
送
係

営
農
経
済
部

購
買
課

旅
行
セ
ン
タ
ー

（
兼
）ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
室

福
村
清
香

営
農
経
済
部

購
買
課

旅
行
セ
ン
タ
ー

（
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
）

南
支
店

金
融
窓
口
係

大
后
千
景

企
画
総
務
部

総
務
課

南
支
店

共
済
渉
外
係
（
Ｌ
Ａ
）

宇
波
由
美
子

企
画
総
務
部

総
務
課

南
支
店

営
農
係

横
井
祥
子

企
画
総
務
部

総
務
課

中
央
支
店

金
融
窓
口
係

高
柳
は
る
な

営
農
経
済
部

農
機
自
動
車
課

中
央
支
店

金
融
窓
口
係

中
山
こ
こ
ろ

中
央
支
店

金
融
渉
外
係

中
央
支
店

共
済
窓
口
係

境
野
可
南
子

中
央
支
店

金
融
渉
外
係

新
　
　
　
任

氏

名

旧
　
　
任

臨
時
傭
員
（
嘱
託
）

監
査
室

監
査
係
（
監
事
付
）

常
川
恵
子

臨
時
傭
員
（
嘱
託
）

企
画
総
務
部

企
画
管
理
課

臨
時
傭
員
（
嘱
託
）

営
農
経
済
部

購
買
課

物
流
セ
ン
タ
ー

購
買
係

松
本
厚
美

臨
時
傭
員
（
嘱
託
）

営
農
経
済
部

営
農
販
売
課

営
農
係

臨
時
傭
員

営
農
経
済
部

購
買
課

燃
料
セ
ン
タ
ー

細
岡
依
里

臨
時
傭
員

営
農
経
済
部

購
買
課

物
流
セ
ン
タ
ー

臨
時
傭
員

営
農
経
済
部

農
機
自
動
車
課

自
動
車
係

深
川
靖
彦

臨
時
傭
員

営
農
経
済
部

購
買
課

燃
料
セ
ン
タ
ー

区
　
　
　
分

氏

名

旧
　
　
　
任

依
願
退
職

井
川
浩
延

南
支
店

支
店
長
代
理

営
農
担
当（
兼
）経
済
担
当

依
願
退
職

砂
原
悠
宇
樹

南
支
店

営
農
係

退　
　

職
（
令
和
四
年
四
月
三
十
日
付
）
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